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第 3章怒り持続傾向を測定する尺度の開発 45 














































第 6章怒り感情の役割と怒り持続傾向 126 



















































Hosti 1 i ty-Aggression) と総称されることも多い.近年， AHAに関する
文献は増加傾向にある.島井(2002)によると， AHAをキーワードとする
論文の数は 1950年ごろには年間 100本程度であったのに対し， 1995年
以降には年間 1600本程度にまで増加している.また，島弁(2002)は AHA
関連の論文の中で，健康をキーワードとするものも増加傾向にあること




患 (IschemicHeart Disease :以下 IHDとする)と AHAとの関連を検討








terrible twos"として怒りと不安を挙げ 3 怒りに関しては風邪等の一般
的疾患や痛みとの関連について述べている.他にも，様々な疾患と AHA

































Anger Expression Inventory [以下 STAXIとする)臼本語版の特性怒り
尺度項目)という項目に対して回答する方が，正直に評定しやすいであ
ろうということである.






















の文献を KJ法によって分類した.5年ごとの文献数を Figure1-1に 3 分




は 3 まず上述したように，タイプ A行動パターン研究の流れから心臓疾
患との関連を検討した研究がある.しかし，タイプ A行動パターン自体
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No. 大分類 文獄数 小分類 文献数



























5. 怒りの測定 17 




7. 発達研究 14 
8. レビュー 13 
9. 治療者一被治療者関係 12 
10. 暴力 7 
11. 職業 5 









他にも 3怒りが 1時間後の心筋梗塞発生と関連することを示した Moeller，








場がある.鈴木・春木(1994)は Spielberger(1988)による STAXIを用い 3
高血圧を伴う IHD患者において怒り表出得点が高いことを示した.
Muller， Rau， Brody， Elbert， & Heinle(1995)も，怒りの攻撃的な表出
と高コレステロールとの関連を示している.その一方で，縦断研究にお
いて怒り抑制が他の危険要因から独立して IHDを同定することを示した
Gallacher， Yarnell， Sweetnam， Elwood， & Stansfeld(1999)のように，
怒りを表出せずに抑制することが悪影響を及ぼすという立場もあり，見
解の相違が存在する.さらに， STAXIによって測定した怒りと血圧との





Kaplan， Julkunen， & Salonen(1998)，表現よりも怒りを建設的行動につ












差が外傷後ストレス障害 (posttraumaticstress disorder:以下 PTSD
とする)の発症に関わることを示唆した McFall，Wright， Donovan， & 
Raskind(1999)など， PTSDに関する研究も存在する.さらに，薬物依存
者に STAXIを実施し怒り表現について検討した Aharonovich，Nguyen， & 
トlunes(2001)のように，アルコールや薬物依存患者における検討も行われ
ている.他にも， ADHD患者における怒り表出行動(Richards， 
Deffenbacher， & Rosen， 2002)や，知的障害者の怒り対処行動 (Benson
& Fuchs， 1999) ，月経前不快気分障害 (Hartlage& Arduino， 2002)な
ど，多様な疾患、と怒り関連要因について検討が行われている.また 3 疾
患でなくとも， STAXIにおける怒り表出と身体愁訴との関連を示した






い程度であったという Thomas色Wi11iams(1991)のように 3 心臓疾患に
関する研究と向様，怒りとの関連がないとする研究も存在する.研究結
果の不一致を解決する試みとしては 3 怒り表現を程度と頻度にわけて測





のであり，攻撃的な子ども (Lochman，Curry， Dane，色 Ellis，2001)， 
痴呆患者 (Wisner& Green， 1986)，女性 (Nugent，1991)，集団治療 (Hird，











が多いことを示した研究 (Johnson& Broman， 1987)や，逆に怒りの抑
制が心臓や睡眠などの健康や危険要因と関わっているという結果が得ら




国においても，サモアにおける STAXIの検討 (Stee1 e & McGarvey， 1996) 
などが行われている.また，怒りに対する価値観における中国とアメリ




Treiber， Davis， Waller， & Thompson， 1999)や標準優・信頼性を検討




Scaleに関する研究 (Jones，Thomas， & Troなt，1999)などがある.ま

















Radke-Yarrow & Kochanska(1990)は， 1歳から 8歳の乳幼児における
怒りの発達について検討しており，発達的変化や性差，家族背景が怒り
の経験・表現に与える影響について述べている.初期経験については，
Matthews， Woodall， Kenyon，長Jacob(1996)が父子の追跡研究によって 3
ネガティブな父子関係が 3年後の息子の敵意や怒り表出に関連している
ことを示した.幼児期以外にも，思春期の怒りと健康との関連について
検討した研究 (Yarcheski，Mahon， & Yarcheski， 2002)や，怒りが非行












療同盟に与える影響について検討した研究 (Burns，Higdon， Mullen， 
13 





































































第 3節 国内における怒り感情と心身の健康に関する研究 I
l 呂的
































































1. 怒りの構造や関連要因に隠する研究 19 
2. 発達研究 15 
3. 教育場面における怒り 13 
4. 怒りと健康 8 
5. 怒りの生理 7 
6. 暴力 5 
7. 怒りの表出 5 
8. 怒りマネージメント 5 
9. 心理療法における怒り 4 
10. 怒りの性差 3 











































































































No. 大分類 文献数 小分類 文献数
1. 心臓疾患 11 










4. 怒りマネージメント 17 
5. 怒りの関連要因に関する研究 7 
6. 生理学的研究 6 
7. 怒りの測定 5 
8. その他 4 
計 129
26 





















































































































































































































































































しい測度が必要になる.そこで，まず第 3章において，研究 2.研究 3
により怒り持続・喚起尺度の作成および検討を行う.その後，怒り持続
傾向と心身の健康との関連の検討を通して第一仮説の検証を行うため，
第 4章を研究 4・研究 5によって構成する.研究 4では怒り持続傾向と
身体的健康との関連 3 研究 5では怒り持続傾向と精神的健康との関連に
ついて検討する.そして，第 4章において怒り持続傾向の心身の健康に
対する悪影響が確認されたことを前提に，その低減を図るための検討と
第二仮説の検証を第 5章・第 6章において行う.研究 6・研究?によっ
て構成される第 5章では，従来の怒り対処の中でも第二仮説に照らして
適応的であると考えられる対処と怒り持続傾向との関連について検討を















































































なお，怒り持続傾向に類似した概念としては 3 怒りの反すう(anger 































































しかし 3 前述したように Sukhodolskyet al.(2001)の怒り反すうは怒り


























































茨城県内の 4年制国立大学の学生 262名(男性 150名，女性 111名，
性別未記入者 1名)を対象とした.年齢の隔は 18歳から 61歳であり 3
ただし 18歳から 20歳までの対象者が全体に対する 90.0%を占めていた.
年齢の平均は 19.6歳 (SD=3.29)であった.また，調査対象者のうち 48

























逆転項目の得点は回答 1・2・4・5に対してそれぞれ 5点・ 4点・ 2点・
49 
1点を与えて計算した.原尺度の合計得点の平均は 46.3点 3 標準偏差は
9.91であり F 全体の分布について歪度は Sk=.13，尖度は KLF.21であっ
た.また，原尺度の各項目得点の平均の幅は 2.50点から 3.46点，標準





目の喚起 l“他人に失礼なことを言われでも 3 笑って受け流すことがで


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































データに関して 3 怒り喚起・持続尺度およびその下位尺度の l回目と 2
回目の得点について Pearsonの積率相関係数を算出したところ，怒り喚
起尺度は r=.86(pく.01)，怒り持続尺度は r=.85(p<.01)，怒り喚起・


















怒り持紡沢度 .5*牢 1.0 
怒り
畷:Q.持続尺度
.86* .90材 1.0 
Buss-Perry 
.46*本 .61林 1.0 .63料
攻撃性質時氏











































第 2節 性別および年代からみた怒り持続尺度の検討(研究 3)
l 目的
怒り感情を含む AHA概念、には 3 性別や年代による差異が存在する可能
性が指摘されている.まず，性差に関して例を挙げると，欧米で STAXI
を用いた研究ではおおむね女性の方が男性より高い得点を示すという結























2000年 10月より 2003年 9月にかけて行った質問紙調査のサンプルに
おける怒り喚起・持続尺度のデータを用いた.使用した項目と回答方法



































研-究 2において共通性が低かったため削除された 3つの項目のうち J正話
をしていて，自分の言ったことが無視されたりするとむかつく"という
項目は 3 本研究における共通性は.27と高くはないものの他の項目と比





年代 (10代・ 20代・ 30代・ 40代.50代以上)の 2要因分散分析を行っ
た.なお，各セノレのデータ数に偏りが大きかったため，タイプIの平方
和を用いて検定を行った.その結果，性別×年代の交互作用は有意でな
かった (F(4， 1684)二0.97，p>.10).また，性別 (F(1， 1684)二3.37，pく.10)






女) x年代 (10代・ 20代・ 30代・ 40代.50代以上)の 2要因分散分析
を行った.なお，各セルのデータ数に偏りが大きかったため 3 タイプI
の平方和を用いて検定を行った.その結果，性別×年代の交互作用
(F( 4， 1684)二0.76，p>.10)および性別 (F(1， 1684)二1.0 1， p>. 1 0 )・年代










































につながっていた.例えば 3 日本人独自の IHDに親和性のある行動特徴
を測定する尺度とされる JCBSScale C(Hayano， Kimura， Hosaka， Shibata， 























































































IHDが少ない (Eichner，1983). また，交感神経系の機能允進が IHDと
関連するならば患者にもその特徴が見られるはずであるが，これを否定







Myers， Barnett， Schaad， Weiss， Lesch， & Singer， 1987)， IHD患者で
は心臓部交感神経機能が低下していること(Hayano，Sakak i bara， Yamada， 
Ohte， Fujinami， Yokoyama， Watanabe， & Takata， 1990)を示した研究
は，この可能性を支持している.さらに， Hayano， Yamada， Mukai， 






































起尺度得点の平均は 21.14点 (SD=5.37)であった.この平均を基準に 3
怒り持続尺度得点が平均よりも高い者 (19点以上)を怒り持続傾向高群
(High Anger、Lengthiness;以下HALとする)，怒り持続尺度得点が平均
よりも低い者 (18点以下)を怒り持続傾向低群 (LowAnger Lengthiness; 
68 
以下 LALとする)として設定した.同様に F 怒り喚起尺度得点が平均よ
りも高い者 (22点以上)を怒り喚起傾向高群 (HighAnger Arousal;以
下 HAAとする)，怒り喚起尺度得点が平均よりも低い者 (21点以下)を
怒り喚起傾向低群 (LowAnger Arousa 1 ;以下 LAAとする)として設定し
た.次に， HAL. HAA， HAL. LAA， LAL. HAA， LAL. LAAの各群に属する者
に対して，実験への参加を依頼した.実験への参加依頼は， HAL. HAAに
関してはそれぞれ怒り持続尺度・怒り喚起尺度得点が高い者から， LAL . 
LAAに関してはそれぞれ怒り持続尺度・怒り喚起尺度得点が低い者から














によって解析された.このソフトウェアは Hayano，Taylor， Yamada， 
Mukai， Hori， Asakawa， Yokoya阻a，Watanabe， Takata， & Fujinami(1993) 



































































施手続きとしては， 5つのダミ一項目と共に 3 各項目が一つずつ瀬に被

































3 7 夜道を歩いていると，女性が不審な男にからまれているようです.6 
9 間違って全く知らない相手に電話をかけてしまいました.7 
2 8 廊下でよく知らない先生と自が合ってしまいました.8 
自由回答課題②で提示された状況
9 1000円を借りて返さない友人がいます.
6 4 家の冷蔵庫にとっておいたビールを誰かに飲まれてしまいました.2 
8 2 お庖を出た後におつりが 10円多かったことに気づきました.3 
8 2 大勢の人の前で駐輪場にとめである自転車を将棋倒しにしてしまいました.4 
6 4 人気のない道で路上駐車しである車を傷つけてしまいました.5 















課題が行われた.手続きとしては 3 被験者の前に設置された Apple
Macintosh PowerBook G3のモニターに 1-3桁の数字 7つを足す計算式が
表示され，被験者が口頭で回答した.暗算課題は 2分間行われた.










































各セッシヨンにおける男性 HAL.男性 LAL.女性丘AL.女性 LALの HF
成分の平均値を Table4-3に示した.まず，怒り持続傾向と HF成分との
関連について検討するために F 各セッションにおける男性五AL・男性





LALよりも HF成分が低く (F( 1 ， 34 ) = 15. 33， p<. 0 1 ) ，女性では五ALの方が
LALよりも HF成分が高かった (F(1，34)=9.07，p<.Ol). また，性別の単















男女 HAL. LALにおける HF成分の平均値 (ms)
ベース 自由回答 自由回答 フォロー
群 暗算課題
ライン 課題① 課題② アップ
HAL:男性 29.73 31.63 32.27 35.65 33.39 
(N二 14) (9.67) (14.67) (12.23) ( 17. 71) (13.74) 
HAL:女性 51.58 58.94 54.21 62.76 54.10 
(N二 10) (17.25) (24.80) (23.84) (30.43) (24.29) 
LAL:男性 38.97 44.44 36.86 45.72 62.61 
(N二 11) (13.48) (21.54) (11.27) (28.89) (57.95) 
LAL:女性 48.42 43.61 44.65 42.91 51.24 
(N二 1) (20.52) (25.20) (18.06) (13.71) (13.02) 
全体 40.84 43.01 40.40 45.97 49.25 


















男女 HAA. LAAにおける HF成分の平均値 (ms)
ベース 自由回答 自由回答 フォロー
群 暗算課題
ライン 課題① 課題② アップ
HAL:男性 33.07 34.21 34.02 35.95 38.74 
(N二 14) (9.08) (12.84) (10.30 ) (15.77) (12.17) 
HAL:女性 49.03 52.20 49.50 53.10 53.84 
(N二 10) (17.56) (24.63) (16.02) (19.43) (20.93) 
LAL:男性 34.86 40.80 34.73 44.61 54.60 
(N二 1) (15.14) (23.60) (13.55) (29.33) (58.39) 
LAL:女性 50.97 50.09 49.34 53.77 51.17 
(N= 11) (20.35) (28.33) (27.61) (32.45) (16.85) 
全体 40.84 43.01 40.40 45.97 49.25 







ごとの 3要因分散分析結果を採用した.なお p 確認のため 4要因分散分
析を試みたところ，有意な交互作用は持続×性別の交互作用のみであり
( F(1 ， 30 ) = 3. 6 3 ，p<.1 0 )， 3要因分散分析を用いたときと全く同様の結
果が得られたことから，以後の結果の解釈には問題性が低いと判断した.
さらにョ群ごとにセッション聞の平均値について U 成分と心拍数の相





女性 HAL.女性 LALの平均値を Table4-5に示した.各セッションにおけ









後・ブオ自ーアップ後における男性 HAL.男性 LAL.女性 HAL.女性 LAL
81 
Table4-5 
男女 HAL. LALにおける鍛居筋筋電図の平均値(uV) 
ベース 自由回答 自由回答 フォロー
群 暗算課題
ライン 課題① 課題② アップ
HAL:男性 2.48 5.04 2.22 2.15 2.52 
(N二 14) ( 1.71) (12.21) ( 1.41) (1. 64) (2.77) 
HAL:女性 8.36 9.87 7.37 5.21 5.93 
(N= 10) (12.82) (18.61) (10.03) (4.77) (9.67) 
LAL:男性 2.12 2.75 3.09 3.32 3.29 
(N二 1) (2.92) (4.84) (5.05) (5.17) (5.32) 
LAL:女性 6.56 6.27 3.99 7.32 3.06 
(N = 11) (8.59) (7.68) (3.68) (7.12) (2.03) 
全体 4.65 5.75 3.93 4.36 3.52 




LAL・女性自AL.女性 LALの敵意尺度得点を従属変数として 3 怒り持続傾
向(高・低) x性別×セッション(ベースライン後・自由回答課題②の
後・フォローアップ後)の 3要因混合計画の分散分析を行った.その結
























群 ベースライン 自由回答課題② フォローアップ
HAL:男性
5.43 (1. 09) 9.50 (3.65) 6.07 (1. 44) 
(N二 14)
五AL:女性
5.50 (1.58) 9.70 (2.95) 6.10 (1.91) 
(Nご 10)
LAL:男性
5.09 (0.30) 9.45 (2.42) 5.82 (1. 83) 
(N= 1) 
LAL:女性
5.45 (0.82) 8. 73 (3.17) 5.36 (0.81) 
(N= 1) 
全体
























































































第 2節 怒り持続傾向と精神的健康との関連(研究 5)
1 El的












































































属性 男性 (l¥と465) 女性(俳256)
1，平均年齢(歳) 39.62 (10.99) 33.37 (8.46) 
2，平均勤続年数(年) 15.12 (10.9) 9.26 (7.82) 
3，既婚率(お) 66.8 32.7 
4，職務領域(見)
事務管理系 40.5 74.5 
営業系 36.4 6.4 
研究開発系 5.2 4.0 







Derogtis， Lipman， Rickels， Uhlenhuth， & Covi(1974)による Hopkins
Symptom Checklistを邦訳した職務ストレス・チェックリスト(渡辺 9











































































因子 因子 因子 因子
通
2 3 4 
項目内容 '1生
17 密難な状況に陥ったとき，上司は援助してくれる .83 一.04 .09 一.1 .64 
16 上司は私の仕事に満足しているかどうかを十分に伝えてく
.81 .03 一.05 -.01 .64 
れる
15 上司は私の仕事上の問題や希望を十分理解している .79 .01 .04 .02 .65 
19 上司は私の偲性や能力を十分把握している .75 一.01 一.05 ;15 .67 
18 新しいことを提案すると，上司は関心を示してくれる .73 .01 .03 .06 .61 
23 与えられる課題が多すぎる 一.01 .87 一.01 一.05 .74 
20 業務の量が多すぎる 一.02 .87 一.01 一.01 .74 
22 業務遂行のための時間が足りない 一.04 .79 .06 .01 .64 
21 難しい仕事が多すぎる .06 .75 一.04 .06 .58 
仕事を通じて自分も成長していきたい .03 一.01 .87 -.08 .69 
3 仕事にやりがいを求める .03 .02 .77 .02 .62 
2 仕事に自分なりの工夫や能力を活かしたい 一.01 .01 .74 .01 .55 
4 仕事を通じて社会に何らかの貢献をしたい .01 一.01 .62 .01 .40 
10 業務にやりがいを持てる 一.04 .01 .13 .83 .78 
9 業務に興味が持てる 一.11 一.03 .18 .79 .71 
8 配属や仕事分担で自分の持ち味や能力は十分に活かされて
.09 .01 一.20 .74 .49 
きた
13 現在の処遇は自分の能力や実績をよく反映している .21 一.02 一.09 .48 .33 
12 今までの自分の職務経験は，今後のキャリアを伸ばす上で
.12 .05 .09 .44 .34 
有利である
寄与率(見) 30.3 14.5 10.8 4.5 
累積寄与率(見) 44.8 55.6 60.1 
因子関相関 因子 1 1. 00 .10 .27 .55 
因子2 .10 1.00 .09 .15 




下位仮説 1および 2の検証のために， Amos4.0を用いて共分散構造分
析によるモデル検討を行った.分析の方法としては 3 まず第 1水準を業
務負担得点，第 2水準を抑うつスキーマの各下位尺度得点および上司支
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茨城県内の 4年制国立大学の学生 204名(男性 75名，女性 128名，性










しては 3 原法に従って“全くない"を 0・“ときどきそうだ"をト“たい




























はまらない"を 3・“すこしあてはまる"を 4.“あてはまる"を 5・“非
常にあてはまる"を 6とする 6件法とし，評定債をそのまま得点として






























因子 昭子 因子 共通
項自内容 2 3 1笠
3 知人から責められた .80 一.02 一.12 .56 
7 知人に嫌な顔をされた .76 .17 一.12 .68 
4 知人に軽蔑された .73 .05 一.19 .49 
6 知人に誤解された .67 .10 一.06 .51 
9 知人と意見が食い違った .61 一.03 .21 .49 
2 知人とけんかした .60 一.04 一.04 .32 
8 同じことを何度も言われた .59 .03 . 1 .44 
22 知人に嫌な思いをさせた .55 .21 .01 .49 
知人に無理な要求をされた .47 一.23 .33 .32 
5 知人が無責任な行動をした .45 一.1 .36 .40 
1 約束を破られた .42 .07 .24 .37 
19 会話中，何をしゃべったらいいのかわからなくなった ー.12 .81 .04 .58 
20 知人に対して劣等感を抱いた 一.09 .70 一.01 .42 
18 親しくなりたい相手となかなか親しくなれなかった 一.05 .65 .02 .40 
16 会話中に気まずい沈黙があった .13 .63 一.01 .50 
17 知人とどのようにつきあえばいいのか分からなくなった .12 .63 一.07 .46 
15 周りの人から疎外されていると感じるようなことがあった .16 .59 .01 .50 
13 知人が自分のことをどう患っているのか気になった .07 .56 .07 .41 
21 自分の言いたいことが，相手に上手く伝わらなかった .31 .45 .01 .46 
14 相手が嫌な思いをしていないか気になった .15 .40 .09 .30 
24 テンポの合わない人と会話した ー.21 .12 .83 .65 
25 嫌いな人と会話した .10 一.09 .73 .49 
27 自慢話や愚痴など，開きたくないことを関かされた .18 一.21 .70 .51 
26 あまり親しくない人と会話した 一.12 .15 .69 .51 
28 無理に相手にあわせた会話をした .05 . 1 .65 .52 
23 上下関係に気を使った 一.11 .24 .51 .34 
寄与率(見) 32.3 8.7 5.6 
累積寄与率(見) 41.0 46.6 
因子関相関 因子 i 1.00 .61 .41 















































































































































茨城県内の 4年制国立大学の学生 204名(男性 75名 3 女性 128名 3 性






















回答方法は原法に従って“それではまったくいやだ F 気に入らなしゾ3 を
1 .“それでは少しいやだ，少し気になる"を 2.“どちらでもない・わか





























デル検討を行った.分析の方法としては 3 まず第 1水準を精神的自己受





採用した.最終モデルを Figure5-2に示す.モデルの適合度は GFIご .99， 











































































































第 3節 第 5章のまとめ
第 5章では F 本論文の第ニ仮説である“怒怒、り感情のもつ役害割リが発揮さ
れることによつて 3怒り感情の持続は低j減成する
まず'研究 6によって怒り感情を棺手に伝えようとする対処を怒り感情
























































































































茨城県内の 4年制国立大学の学生 205名(男性 93名，女性 111名，未



































































3・“ややあてはまる"を 4・“あてはまる"を 5とする 5件法とし 3 評定
値をそのまま得点として用いた.なお，逆転項目(項自 3・5・8・9・10)


































M 14.19 9.62 
敵意尺膨寺点
SD 3.62 3.81 
M 32.38 32.72 35.61 
自尊号表情尺彦野辱点






























































































































茨城県内の 4年制国立大学の学生 205名(男性 93名，女性 111名，未


















いては Rubin& Peplau( 1975)の正当世界尺度がよく用いられてきたもの





















はまる"を 3・“非常にあてはまる"を 4とする 4件法とし，評定値をそ
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のまま得点として用いた.なお，逆転項目(項目 12・14・17・21・22)














を3・“どちらかといえばあてはまる"を 4・“あてはまる"を 5とする 5
件法とし，評定値をそのまま得点として用いた.なお，逆転項目(項目









研究 5と同様の結果が得られたため p 研究 5と同様の手続きをもって怒
り持続尺度・怒り喚起尺度得点を算出した.最後に，多次元共感測定尺
度・視点取得尺度の 1因子構造を確認するために主成分分析を行ったと
































このモデルの適合度は GFl二 .97， AGF1= .90， CFl二 .88， R!1SEAご.1 
であり，データに対するモデルのあてはまりは十分な水準を示さなかっ
た.そこで，共感性を削除した Figure6-4に示すモデルを構成して検討
を行ったところう適合度が GFl二 .99， AGF1= .96， CF1= .98， R!1SEA 























































































































































とも明らかになった.さらに， BAQや CMI怒り項目という AHAに隠する
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まず，本論文の第 1章において 3 怒りと心身の健康に関する先行研究に
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5 4 3 2 
ができる
5 4 3 2 ささいなことにかっとしやすい方だ2. 








6. 私を怒らせるのは簡単だと思う 1 234 5 
話をしていて，自分の言ったことが無視されたりする
4 3 2 
遠回しにでも他人から非難がましいことを言われると5. 









10. {可となくいらいらしていることが多い 1 2 345 
11. むかついたときのことを思い出すと，平静ではいられ
5 4 2 
怒りを感じるようなできごとがあっても，すぐに気分9. 
5 4 3 2 
ない






5 4 3 2 
できる




4 3 2 
むかついた相手のことを，ふとしたきっかけで思い出15. 

















1 意見が対立したときは，議論しないと気がす 234 5 
まない
2 どんな場合でも，暴力に正当な理由があると 1 2 345 
は思えない
3 誰かに不愉快なことをされたら，不愉快だと 2 345 
はっきり言う
4 ちょっとした い合いでも，声が大きくなる 1 2 345 
5 相手が先に手をだしたとしても，やりかえさ 2 345 
ない
…… … ……一…回目一目一一…巴一目-一…一一一凶一一.一一一一……一山…一…一……一一……一…一…一.一……一目一…一一.一…一…一……一"一…一"……一m 一. 一一一一……一…一…一一一一一一一………一旬一一一………旬一……………白一一…………曲山…………….叩一一一一一"一一一……ω …… 一旬一………"一一一白一…一…町一一回一一同一一一一一一一一 一一
6 かっとなることを抑えるのが難しいときがあ 1 2 345 
る
7 陰で人から笑われているように思うことがあ 1 2 345 
る
8 ばかにされると，すぐ頭に血がのぼる 234 5 
9 友達の意見に賛成できないときには，はっき 1 2 345 
り言う
10 私 しめようと思っている人はいない 1 2 345 
1 いらいらしていると，すぐに彦買にでる 1 234 5 
12 でしゃばる人がいても，たしなめることがで 2 345 
きない
13 たいした理由もなくかっとなることがある 23.4. 5 
14 挑発されたら，相手をなぐりたくなるかもし 2 345 
れない
15 私を嫌っている入は結構いると思う 1 2 345 
16 人とよく意見が対立する 1 2 345 
17 人をな々りたいという気持ちになることがあ 1 2 345 
る
18 人からばかにされたり，意地悪されたと感じ 1 2 345 
たことはほとんどない
19 権利を守るためには暴力もやむをえないと思 1 2 345 
つ
20 ~Mf lt iな人に出会うことが多い 1 2 345 





























3 すぐかあっとなったり，いらいらしたりしますか はい いいえ
4 いつも緊張していないとすぐ取り乱しますか はい いいえ
5 ちょっとしたことが勘にさわって腹がたちますか はい いいえ
6 人から指図されると腹がたちますか はい いいえ









dゴp二、 て あ 少 感は
し¥く いま いし じ て〉
な感 な り る月'定 てし、きいじ い感 じ





4ゴノ二¥ て あ 少 感はし、く いま いし じ ィコ
な感 な り る芹'党 ていきいじ い感 じ





ノゴ¥ニ て あ 少 感はし、く いま いし じ っ
な感 な り る芹'走 てし¥きし、じ い感 じ





ノゴ¥二 て あ 少 感は
し¥く いま いし じ てコ
な感 な り る声一足 ていきいじ い感 じ





ゴーノ¥二 て あ 少 感はし、く いま いし じ っ
な感 なり る芦'山之 ていきいじ い感 じ





ノゴニ¥ て あ 少 感は
し¥く いま いし じ っ
な感 な り る戸…立 ていきいじ い感 じ





，ゴY二¥ て あ 少 感は
し¥く いま し、し じ イ〉
な感 な り る l或山 ていきし、じ い感 じ





aゴノニ¥ て あ 少 感はし、く いま し、し じ て〉
な感 なり る芹'党 ていきいじ い感 じ





4ゴノ二¥ て あ 少 感は
し¥く いま いし じ てコ
な感 な り る戸'山立 ていきいじ い感 じ





，ゴノ二¥ て あ 少 感は
し¥く いま いし じ ィコ
な感 な り る芦一之 ていきし、じ い感 じ








4 3 2 食欲のないこと
泣きたくなること 4 3 2 2 
4 
白分を責めること
5 ひとりぼっちの気分になること 1 234 











10 セックスに興味のなくなること 123 4 



































10 人並みの成績で満足してはいけない 1 2 345 

































































































20 もし他の人から魅力のない人間だと評価さ 234 5 
れても，私は動揺しない
21 わからないことを質問するとう馬鹿にされ 2 345 
るに違いない
22 人生には，後I悔することがあってはならな 2 3 4 5 
23 幸せになるためにう私は他の人の承認を必 2 345 
要としない








て り し あ
l土 あ あ て







仕事を通じて自分も成長していきたい 2 3 4 5 
2 仕事に自分なりの工夫や能力を活かしたい 2 3 4 
3 仕事にやりがいを求める 2 3 4 
4 仕事を通じて社会に何らかの貢献をしたい 2 3 4 
5 仕事はできる範囲をこなし，偲人生活や趣味を優先
2 3 4 
したい
-・・町一・一一山山........・・........山一日日目 一一一“今月・H・H・..........-・・...._.........“一一一一_.....
6 仕事は言われただけなノルマを果たせばまあよい 2 3 4 
7 仕事は生活のための手段である 2 3 4 
8 配属や仕事分担で自分の持ち味や能力は十分に活
2 3 4 5 
かされてきた
9 業務に興味が持てる 2 3 4 
10 業務にやりがいを持てる 2 3 4 
・ー・……ー......_.....・一一日日畠山柿日一一H・…山一一・・..._..一一・H・.............._........._.....一山山・山山一一一一山山一一一一山H晶.._..一山町村・ー・恒ー・.._..._.._..・一一 H・......-....一一一向甲山一一一，与一回目町一一一一回目目白山
1 昇進昇格の可能性は十分あるだろう 2 3 4 
12 今までの自分の職務経験は，今後のキャリアを伸ば
2 3 4 
す上で有利である
13 現在の処遇は自分の能力や実績をよく反映してい
2 3 4 
る
14 この会社で自分が昇進するには，まず実績をあげる
2 3 4 
ことだ
15 上可は私の仕事上の問題や希望を十分理解してい




2 3 4 5 
伝えてくれる
17 慰難な状況に焔ったとき，上奇は援助してくれる 2 3 4 5 
資料8
18 新しいことを提案すると，上司は関心を示してくれ
2 3 4 5 
る
19 上南は私の{屈性や能力を十分把握している 2 3 4 5 
20 業務の量が多すぎる 2 3 4 5 
‘a・・・・・・・ー‘・・6・令官町・・・』・・、・・ι 々も・ー・、ド唱且・・ーー・ー・a・・町・ー守』・a・・・ーーー・‘・曹・・b昌也"・a・曹・・・・・守』・・・ーー・ーー'・・・‘・唱‘・a・ー匹・・・・ー・・‘・‘
21 難しい仕事が多すぎる 2 3 4 
22 業務遂行のための時間が足りない 2 3 4 5 

































18.嘘をつくと良心の問責を感じる G 2 3 
19.よくないことをすると心が責められる 。 2 3 
20.誰かに腹を立てたらその人に伝えることができる 。 2 3 
21.誰かに腹を立てたらそのことをその人に言うことができ 。 2 3 
る
22.誰かに腹を立てたらその人に自分の気持ちを伝える G 2 3 







4 3 2 1.知人に無理な要求をされた
4 3 2 2.知人とけんかした
4 3 2 3.知人から責められた
4 3 2 4.知人に軽蔑された
4 3 2 5.知人が無責任な行動をした
4 3 2 6.知人に誤解された
4 3 2 7.知人に嫌な顔をされた
4 3 2 8.同じことを何度も言われた
4 3 2 9.知人と意見が食い違った
4 3 2 10.知人のストレス発散に付き合わされた
4 3 2 11 .約束を破られた
4 3 2 12.誰が悪いというわけでもないとき，自分から謝った
4 3 2 13.知人が自分のことをどう思っているのか気になった
4 3 2 14.相手が嫌な思いをしていないか気になった
周りの人から疎外されていると感じるようなことがあ












18.殺しくなりたい相手となかなか親しくなれなかった 2 3 4 
19.会話中，何をしゃべったらいいのか分からなくなった 2 3 4 
20.知人に対して劣等感を抱いた 2 3 4 
自分の言いたいことが，相手に上手く伝わらなかっ
21. 2 3 4 
た
22.知人に嫌な思いをさせた 2 3 4 
23.上下関係に気を使った 2 3 4 
24.テンポの合わない人と会話した 2 3 4 
25.嫌いな人と会話した 2 3 4 
26.あまり親しくない人と会話した 2 3 4 
27. 自慢話や愚痴など，間きたくないことを聞かされた 2 3 4 
28.無理に相手にあわせた会話をした 2 3 4 
29.好意的な知人の誘いを断った 2 3 4 
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1知性(学力) 2 3 4 5 
2生き方 2 3 4 5 
3やさしさ 2 3 4 5 
4まじめさ 2 3 4 5 
5明るさ 2 3 4 5 
6積極性(自分から進んで行動すること) 2 3 4 5 
7協調性(人との関係がうまくやれること) 2 3 4 5 
情緒安定度(気持ちがいつも落ち着いている
8 2 3 4 5 
こと)
9忍耐力(がまんする力) 2 3 4 5 
10指導力(リーダーとして人をひっぱる力) 2 3 4 5 







2 3 4 5 
2 3 4 5 








いつものように 3 放課後 1年生のみんなで集まって練習をしているところに，あ
る2年の先輩が通りかかりました.先輩はあなたが練習しているのに自をとめると，










表す感情をどのくらい感じたか 3 「全く感じなかった」なら 1・「あまり感じなか
った」なら 2・「少し感じた」なら 3・「はっきり感じたJなら 4にOをつけてく
ださい.
感 少
l或、 はつじ あ しな全 ま 感 じ きかく じ た りつ つ たた た
a. i攻撃的なj 2 3 4 
b. iうらんだ」 2 3 4 
c. rむっとした」 2 3 4 
d. 1"敵意のあるJ 2 3 4 













少なくとも人並みには，価値のある人間である 2 3 4 
2. 色々な良い素質をもっている 2 3 4 
3. 敗北者だと思うことがよくある 2 3 4 
4. 物事を人並みには，うまくやれる 2 3 4 










自分に対して肯定的である 2 3 4 
7. だいたいにおいて，自分に満足している 2 3 4 
8. もっと自分自身を尊敬できるようになりたい 2 3 4 
9. 自分は全くだめな人間だと思うことがある 2 3 4 







































a. r攻撃的なJ 1 234 
b. rうらんだJ 1 234 
c. rむっとしたJ 1 2 3 4 
d. r敵意のあるJ 1 2 3 4 












1. 少なくとも人並みには，価値のある人間である 1 234 5 
2. 色々な良い素質をもっている 1 234 5 
3. 敗北者だと思うことがよくある 1 234 5 
4. 物事を人並みには，うまくやれる 1 234 5 
5. 自分には，自慢できるところがあまりない 1 234 5 
6. 自分に対して肯定的である 1 234 5 
7. だいたいにおいて，自分に満足している 1 234 5 
8. もっと自分自身を尊敬できるようになりたい 1 234 5 
9. 自分は全くだめな人間だと思うことがある 1 234 5 
10. 伺かにつけて，自分は役に立たない人間だと思う 1 234 5 
































あ あ ら え
て て と ば
l土 l土 も あ あ
ま ま し、 て て
ら ら え lま l土
な な な ま ま
し、 し、 し、 る る
この世の中では，努力はいつか報われるよう
2 3 4 5 
になっている.
2. この世の中では，悪いことや間違ったことを
2 3 4 5 
しでも見逃される人が数多くいる.
3. この世の中では，努力や実力が報われない人










込j刊iてま立 円弘てまぁ主 あま ゃやてあ てはあ 非常;
なら くなら り はま まる に
:し、いる
あらかじめ計画を立てれば問題は生じないものだ 2 3 4 
2. 何をやるにしても 3 これまでやったなかの最善の方法を選
2 3 4 
択するのが一番いい
3. 一生懸命がんばれば 3 必ず目標は達成する 2 3 4 
4. 努力すればどんなことでも自分のカでできる 2 3 4 
5. 自分の勉強を本当に楽しみにしている 2 3 4 
-ι ・H・a・ーι
6. 人生のなかで起こる出来事には，何らかの意味があるはず
2 3 4 
だ
7. 計画を立てたら F それを実現させる自信がある 2 3 4 
8. アルバイトや仕事は変化があるほうが好きだ 2 3 4 
9. どんなことでも最善を尽くせば 3 最終的にうまくいく 2 3 4 
10. はっきりしないことや予測できないことが好きだ 2 3 4 
叫“‘・E・・・叫日・悼・日叫..-時日・‘.....-・・..-・四・・・目_..曲目・_.._.....吋..-・............_....・..-企_.-，叫・・・冒・・・
11. 楽しめる趣味をもっている 2 3 4 
12. 自分はこの社会に欠くことのできない貴重な存在だ 2 3 4 
13. いつもと伺じ変わりばえのしない生活が好きだ 2 3 4 
14. 自分には打ち込めるものがない 2 3 4 
15. 生きがいを感じているものがある 2 3 4 
-・色町山山町山事叫・...，............，.........一日目向、・村山一山山町山山町…』山山一日目一一目..............._..-..・・村山山…同日目..-..一一一一一一一~一一一一一H・H・一…一山山山噂..._--_.._..・H回目.._..市町山山...._._.....ー一一一一一山町一山山
16. 少々危険でもスリルのあるスポーツをするのが好きだ 2 3 4 
17. 目標がみつからないでいる 2 3 4 
18. 一生懸命話せば，だれにでもわかってもらえる 2 3 4 
19. 少々危険でも活動的な仕事の方が好きだ 2 3 4 
20. スリルのある活動や冒険的な行為は好きだ 2 3 4 
・‘日‘日ー・・日目・H・目・・・.......・H・・H・H・.......・H・.......-日......_・_..・H・...山山町一一町一...........................白山・H・・日目白山岳山町山H・一一一日_....日日日日日日山目....・・・H日H目向日・一一日日目・盲目・ー ・町一・・・・H
21. 自分は{可の役にも立たない，つまらない人間だ 2 3 4 
22. 毎日の生活は単調で張りがない 2 3 4 
23. できれば様々な経験をしてみたい 2 3 4 
24. 目新しくて変化に富んだ色々なことをしてみたい 2 3 4 
































5 4 3 2 























5 4 3 2 
